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日本気象学会昭和35年度総会ならびに春季大会告示

1．

2
3．

場　　　所：

日　　　程：

行事日程：

大阪府職員会館（大阪市東区大手前之町）

5月12日（木），13日（金），14日（土）

下記の通り

行 事 日 時

大会（研究発表）

　　〃

5月12日（木）

　ノク

9：00－12：00

13：00－17：00

大会（研究発表）

総会・学会賞授賞式

関西支部総会

受賞記念講演
大会（研究発表）

懇　　親　　会

5月13日（金）

　ノク

　〃

　〃

　！ク

9：00－11：00

11：00－12：00

12：30－13：30

13：40－14：40

14：4C－17：00

17：30

大会（研究発表）

シンポジウム「大気汚染」

5月14日（土）

　！ク

9：0C－12：00

13：00－17：00

大会委員長

　　　　　　　　　　　　　※

1・　総会提出の議題募集

　1）締切日：3月31日
　2）宛　先：東京都千代田区大手町気象庁内

　　　　　　　　日本気象学会

　　　　　　　　封筒の表に「総会関係」と明記のこと

　3）　内　　　容：議題名とともに必らず提案理由をつ

　　　　　　　　けること

※

2
1）

2）

3）

4）

　　　大谷東・平

　　　　　　※

研究発表募集

　講演申込締切：3月31日朝までに必着のこと

　申込先：東京都杉並区馬橋気象研究所

　　　　　　　今井一郎

　様式：必らず所定の用紙に記入のこと
　　　　　　　（天気2月号挿入）用紙不足の場
　　　　　　　合は事務局又は支部に請求された

　　　　　　　い．

　講演時間：20分以内とする

綜観気象

例会の》知らせ
　　3　月　の　例　会
（気象庁予報部談話会との共同主催）

日時：昭和35年3月25日（金）午後1時30分より
場所：気象庁第1会議室

主題：綜観　気象
第2部講演題目
　1・柳井迫雄（東大）：台風の発生の解析的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）
　2・斉藤直輔（気象庁電計室）：本邦付近を通る低気

　　圧の解析　　　　　　　　　　　　　　　（20分）

　32

シンポジウム：綜観気象の問題点と今後の研究活動につ

　　　　　　いて
　座　長　　　北　田　道　男（気象庁予報）

　話題提供者有住直介（気象庁予報）
　　　　　　　久米庸孝（気象庁予報）
　　　　　　　岸保勘三郎（気象庁電計室）

　　　　　　　渡辺一夫（気象研）
　　　　　　　　末定　　（東大）

　　　　　　　　　　　　　　　黙天気”7．2．


